
りだよ

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に

周
年
記
念
行
事
開
催
さ
れ
る

四
月
四
目
、
小
金
井
雑
学
大
学
a

周

年
記
念
行
事
が
商
工
会
館
に
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
地
球
環
境
問
題
を
テ
i

マ

に
し
た
記
念
講
演
に
は
、
約
七

O
名
の

受
講
者
が
参
加
し
、
環
境
庁
の
初
代
地

球
環
境
部
長
を
さ
れ
た
加
藤
三
郎
氏
の

講
義
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

(
講
義
の

製
旨
は
次
号
掲
載
)

平成 11年 5月20日発行

i )J制約大引月

第6号

記
念
祝
賀
会
も
に
ぎ
や
か
に

記
念
講
演
の
終
了
後
、
記
念
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
半
成
一

0
年
度

の
精
勤
賞
を
六
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、

田
部
井
学
長
よ
り
貰
状
と
記
念
品
が
授

守
さ
れ
ま
し
た
の
来
賓
と
し
て
、
同
月

か
ら
小
金
井
工
業
高
校
に
赴
任
さ
れ
た

高
間
校
長
先
生
を
初
め
、
小
金
井
市
か

ち
大
久
保
市
長
(
中
寸
時
)
と
藤
田
社
会

教
育
部
長
よ
り
暖
か
い
ご
按
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
、
七
名
の
教
授
の
方
・
々

も
参
加
い
た
だ
き
、
ウ
イ
ッ
ト
の
富
ん

だ
ス
ピ
!
チ
は
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
の
こ
の
一
年
で
理
事
・
教
授

・
学
生
の
間
に
親
近
感
が
生
ま
れ
、
初

一
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で

一
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
大
き
な
前
進
で
し
た
の

お
互
い
の
親
控
を
深
め
交
流
を
図
る
と

と
も
、
雑
学
大
学
の
目
的
で
す
の

祝
賀
会
の
中
で
、
話
題
に
な
っ
た
の

は
、
雑
学
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
非

常
に
ま
じ
め
に
講
義
を
聴
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
最
近
の
若
い
大
学

生
は
一
授
業
中
の
私
語
が
多
く
、
先
生
た

ち
も
悩
み
の
種
の
よ
う
で
す
。

二
年
自
に
向
け
て
、
新
た
に
天
野
茂

夫
さ
ん
と
涼
貞
士
さ
ん
の
二
名
を
理
事

に
迎
え
、
ま
す
ま
す
充
実
を
は
か
り
、

さ
ら
に
多
く
の
受
講
生
の
ご
期
待
に
答

え
る
よ
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
五
十
嵐
記
)



第
二
十
回
講
義

『
草
食
の
思
想
l

日
本
人
の
特
性
を
考
え
る
』

二
月
七
日

教
授

園
米
家
己
三
氏

二
十

一
世
紀
は
「
グ
ロ
l
パ
リ
ズ
ム

」
が
世
界
の
合
言
葉
に
な
る

一
方
で
、

各
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
個
性
を
主
張
し
合
う
時
代
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
が
特
性
を
も
ち
寄
っ
て
相
互
に
補
完

し
合
い
、
よ
り
-ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
あ
る

世
界
の
発
展
を
志
向
す
る
時
代
、
と
い

っ
て
も
い
い
で

L
ょ
う
。

そ
う
し
た
と
き
に
日
本
人
は
、
ど
の

よ
う
な
個
性
・
特
質
を
世
界
に
訴
え
る

の
か
0

・日
本
民
族
と
は
何
な
の
か
。
世

界
的
次
元
に
お
い
て
ど
ん
な
特
徴
を
も

っ
て
い
る
の
か
。
日
本
人
自
身
が
、
よ

く
理
解
し
、
把
握
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

民
族
文
化
の
基
層
を
つ
く
る
も
の
と

し
て
、
ま
ず
そ
の
民
族
が
生
き
て
き
た

風
土
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

主
に
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
、
ど
ん
な
手

段
で
そ
の
食
材
を
獲
得
し
て
き
た
か
に

も
十
分
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

太
古
、
縄
文
人
の
暮
ら
し
が
近
年
の

考
古
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
一
層
鮮
明
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
従
来
考
え
ら
れ
た
以
上
に
縄
文
人
は

植
物
食
(
草
食
)
に
傾
斜
し
て
お
り
、

あ
る
有
力
な
考
古
学
者
は
「
(
縄
文
時

代
は
)
世
界
で
最
も
草
食
性
の
強
い
生

活
だ
っ
た
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
ほ
ど

で
す
。
縄
文
以
後
も
、
明
治
に
至
る
ま
で
肉

食
忌
避
を
貫
い
た
の
が
日
本
人
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
人
の
文
化
を
草

食
文
化
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
し
て
み

る
と
と
も
理
に
か
な

っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
が
き
わ
め
て
勤
勉
で
あ
り
、

も
の
"つ
く
り
で
卓
越
し
、
特
異
な
感
性

と
美
意
識
を
持
ち
、
雰
共
生
ョ
の
自
然

観
を
古
く
か
ら
備
え
て
き
た
と
と
は
、

い
ま
や
世
界
に
誇
れ
る
わ
れ
わ
れ
の
特

性
で
す
が
、
と
れ
ら
は
草
食
文
化
か
ら

由
来
す
る
も
の
と
考
え
て
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
は
、
力
と

競
争
の
価
値
観
を
持
つ
肉
食
文
化
の
欧

米
人
と
は
非
常
に
異
質
な
文
化
を
伝
統

と
し
て
お
り
、
二
十
一
世
紀
は
こ
れ
を

国
際
社
会
に
い
か
に
主
張
し
、
強
調
し

て
い
く
か
が
私
ど
も
の
課
題
だ
と
考
え

ま
す
。

第
二
十
一
回
講
義
二
月
一
一
一
日

『
苗
字
か
ら
ん
l
ツ
・

先
祖
を
探
る
』

教
授

野
中
言
雄
氏

一

私
達
は
、
突
然
生
ま
れ
て
き
た

訳
で
な
く
累
代
の
人
間
の
生
き
た
歴
史

が
、
そ
の
存
在
の
根
源
(
ル
ー
ツ
)
と

な
っ
て
い
る
の一
始
祖
以
来
、
多
く
の
先

祖
が
子
孫
の
為
に
汗
と
涙
を
流
し
て
来

た
事
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
苗
字

か
ら
述
べ
よ
う
。
苗
字
(
名
字
、
姓
名

)
は
、
平
安
時
代
か
ら
形
を
整
え
人
間

(
先
祖
)
の
生
死
事
績
の
歴
史
を
秘
め

語
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
苗
字
の
八

O

%
は
、
地
名
か
ら
出
て
い
る
。
例
え
ば

田
部
井
氏
(
タ
メ
カ
イ
)
は
、
群
馬
県

佐
位
都
田
部
井
で
遠
祖
は
、
源
義
家
流

の
田
部
井
経
氏
の
系
、
名
門
源
氏
で
あ

る
。
苗
字
の
由
来
は
自
然
地
名
や
歴
史

地
名
が
あ
る
。
古
代
藤
原
氏
は
官
職
が

起
源
と
な
る
。
庶
民
の
苗
字
は
隠
し
苗

字
と
し
て
存
在
し
た
。
明
治
の
新
姓
、

更
に
は
動
植
物
の
苗
{
子
や
珍
姓
も
あ

る
。
日
本
の
苗
字
の
総
数
は
約
一
八
万

あ
る
。
わ
が
国
に
は
名
門
四
大
姓
氏
の

源
氏
、
平
氏
、
藤
原
氏
、
橘
氏
と
古
代

の
氏
、
ま
た
武
蔵
七
党
武
士
回
等
で
分

流
の
末
喬
が
別
姓
を
称
し
今
や
無
数
に

実
在
し
て
い
る
。
次
に
先
祖
探
索
方
法

を
述
べ
る
。

二

図
書
館
で
、
「
姓
氏
家
系
大
辞

典
」
に
よ
り
自
分
の
苗
字
を
引
い
て
出

典
略
系
、

古
記
録
等
を
抜
粋
す
る
。
古

い
故
郷
を
知
り
「
日
本
地
名
大
事
典
」

「
家
紋
大
図
鑑
」
等
の
関
係
文
献
で
、

苗
字
、
家
系
の
歴
史
を
掴
む
。
先
祖
調

査
は
『
歴
史
学
の
法
則
』
に
よ
り
偽
系

図
に
な
ら
ぬ
よ
う
正
確
に
行
う
。
間
姓

一
族
調
査
票
や
親
族
図
表
を
作
成
す

る。

戸
籍
除
籍
謄
本
や
位
牌
、
過
去

帳
、
墓
石
を
遡
及
調
査
、
人
名
等
記
録

す
る
。
寺
院
や
旧
家
、

古
老
や
郷
土
史

家
を
訪
ね
教
え
を
乞
う
。
軍
記
や
落
人

伝
説
、
寛
政
重
修
諸
家
譜
を
活
用
し
て

一
族
の
動
向
を
現
地
調
査
で
確
定
す

る
。
こ
う
し
て
系
譜
に
関
す
る
全
ゆ
る

「
金
石
分
」
の
立
証
史
料
を
収
集
と
整

理
し
て
、
先
祖
名
や
事
績
、
没
年
法
名

等
を
連
結
し
和
紙
に
図
示
、
記
載
す

る
。三
忍
耐
の
始
祖
累
代
先
祖
探
究

は
、
念
入
り
に
時
間
を
か
け
る
。
『
楽

し
み
な
が
ら
累
祖
と
心
の
対
話
』
を
重

ね
定
石
に
従
っ
て
根
気
よ
く
。
努
力
の

結
晶
『
家
系
図
』
は
、
一
族
の
家
宝
と

し
て
子
孫
に
残
せ
る
。



第

二

十

二

回

講

義

三

月

七

日

『
身
の
回
り
に
迫
り
つ
つ
あ
る

金
融
ピ
ッ
ク
パ
ン
』

教
授

須
知
正
度
氏

外
資
を
含
め
た
金
融
業
界
の
再
編
を

日
本
で
は
英
国
の
証
券
ピ

v
グ
パ
ン
に

倣
っ
て
日
本
版
金
融
ビ
ッ
グ
パ
ン
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
英
国
で
は
証
券
業
界
だ

け
が
そ
の
対
象
で
し
た
が
、
日
本
で
は

銀
行
業
、
証
券
業
、
保
険
業
、
企
業
会

計
、
外
国
為
替
管
理
、
独
占
禁
止
法
と

そ
の
対
象
も
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
金
融
業
界
の
再
編
を
株

主
や
債
権
者
の
立
場
よ
り
も
利
用
者
の

立
場
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

ま
ず
、
何
が
ど
う
変
わ
る
か
で
す
。

①
業
態
聞
の
垣
根
を
な
く
す
つ
ま
り
バ

リ
ア

・
フ
リ
i
一回
)
で
す
。
具
体
例
は

外
国
為
替
業
務
の
自
由
化
、
銀
行
の
投

資
信
託
販
売
等
。
②
規
模
格
差
の
調
整

を
し
な
い
つ
ま
り
ノ

l

・
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
(
と
で
す
。
具
体
例
は
株
式
売
買

手
数
料
、
損
害
保
険
料
率
の
自
由
化
等

③
規
制
緩
和
つ
ま
り
デ
ュ
レ
ギ
ュ
レ

l

シ
ョ
ン
(
旦
で
す
。

具
体
例
は
証
券
総

合
口
座
、
ラ
ッ
プ
口
座
等
金
融
商
品
設

計
/
提
供
の
自
由
化
で
す
。
引

M
叫
が

無
く
な
る
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
ビ
ッ
グ
パ
ン
を
必
要
と
す
る

背
景
に
つ
い
て
で
す
。
①
さ
ら
な
る
為

替
リ
ス
ク
回
避
手
段
(
外
資
決
済
に
お

け
る
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
等
)
を
必
要
と
す

る
国
際
的
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
製
造

業
界
の
要
請
、
②
日
本
で
の
事
業
参
入

を
図
ろ
う
と
す
る
外
国
の
圧
力
(
国
際

標
準
化
の
要
請
)
、
③
個
人
金
融
資
産

の
囲
い
込
み
を
狙
う
金
融
業
界
の
圧
力

が
そ
の
背
景
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
最
も
重
要
な
利
用
者
へ
の

影
響
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
金
融
ビ

ッ
グ
バ
ン
の
長
所
と
し
て
、
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
や
質
的
変
化
(
ワ
ン
・

ス
ト
ッ
プ

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
化
)
及
び

金
融
商
品
の
多
様
化
(
商
品
設
計
や
提

供
の
自
由
化
)
が
進
展
す
る
の
は
確
実

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
短
所
と
し

て
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化
や

運
用
競
争
に
よ
る
利
用
者
の
リ
ス
ク
負

担
増
大
(
運
用
実
績
利
回
り
商
品
の
増

加
)
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
-言
い
換
え
る

と
、
金
融
機
関
と
利
用
者
が
互
い
に
相

手
を
選
別
す
る
時
代
に
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
者
は
金

融
商
品
知
識
を
身
に
つ
け
、
提
供
者
に

説
明
と
情
報
開
示
を
要
求
し
、
十
分
納

得
し
た
上
で
自
己
の
責
任
で
資
金
性
格

に
適
し
た
金
融
商
品
を
利
用
す
る
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
三
回
講
義
三
月
一
二

B

『
マ
イ
ク
と
と
も
に
半
世
紀
』

教
授

野
瀬
四
郎
氏

大
正

一
四
年
三
月
二
二
目
、
日
本
で

ア
メ
リ
カ
に
続
い
て
世
界
で
三
番
目
に

ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で

の
新
聞
報
道
に
よ
る
文
字
表
現
か
ら
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
音
声
表
現
へ
と

革
命
的
な
変
化
を
迎
え
た
。
昭
和
.
一
年

に
は
甲
子
園
球
場
か
ら
野
球
放
送
が
、

昭
和
三
年
に
は
大
相
撲
の
放
送
が
始
ま

っ
た
。
昭
和

一
一
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
か

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
が
行
わ
れ
、
『

前
畑
、
が
ん
ば
れ
』
と
い
う
有
名
な
放

送
も
歴
史
に
残
し
た
。

ラ
ジ
オ
は
情
景
描
写
に
優
れ
た
ア
ナ

ウ
ン
ス
も
多
く
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
は

ア
メ
リ
カ
の
影
響
で
ラ
ジ
オ
も
大
き
く

禄
変
わ
り
し
、
無
制
限
で
あ
っ
た
時
間

帯
が
一
五
分
毎
に
割
り
切
っ
て
構
成
す

る
方
式
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
、
余
韻
が

な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
テ
レ
ビ

が
情
景
描
写
と
い
う
も
の
を
少
な
く
し

た。
戦
争
報
道
、
伊
勢
湾
台
風
、

平
成
天

皇
の
成
婚
式
、
安
保
闘
争
、
浅
間
山
荘

事
件
、
阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
事
件
と

歴
史
の
生
き
証
人
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
が

存
在
し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
存
在
し

た。
私
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
新
人
時
代
は
、

東
京
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
大
阪
で
転

勤
生
活
を
す
る
が
、
昭
和
一
二
年
三
月

に
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
放
送
を
担
当
し

た
。
最
初
の

一
言
に
悩
ん
だ
思
い
出
が

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
色

物
と
一=一
口
わ
れ
た
文
楽

・
宝
塚
・
落
語
・

漫
才
な
ど
も
担
当
し
、
の
ど
自
慢
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
も
経
験
し
た
。
二
九
年
一

一
一
月
、
初
め
て
国
際
マ
ラ
ソ
ン
の
ナ
マ

中
継
が
行
わ
れ
、
往
き
に
情
景
描
写

・

帰
り
に
レ

i
ス
中
継
と
い
う
基
本
ス
タ

イ
ル
を
作
り
、
実
況
を
担
当
し
た
。
三

九
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
は
チ

ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
り
、
自
ら
希

望
し
て
マ
ラ
ソ
ン
の
ラ
ジ
オ
中
継
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、
相
撲
の
栃
錦
か
ら
学
ん
だ

よ
う
に
『
出
処
進
退
を
潔
く
』
と
い
う

考
え
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
最
後

に
現
役
を
引
退
し
、
自
分
で
様
々
な
試

み
を
し
た
が
、
現
在
は

N
H
K
文
化
セ

ン
タ
ー
の
講
師
や
国
立
市
で
話
し
方
勉

強
会
を
主
宰
し
て
い
る
。
指
導
の
基
本

は
『
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
も
の
を
，一一一口

う
。
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
考
え
る
』

で
あ
る
。

. 
‘ 
、
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竹田洋香氏(エッ セイ スト)「転んでもタダでは起きない海外旅行術」6R 6月

「太 2ド・洋戦争への曲がり角一二二六事件を中心にしてj6月20日

木村時夫氏(早稲田大学名誉教授)

⑧場所変更一酉工会館3F

大久保慎七氏(前小金井市長)「地方自治に携わって 50年」4B 日パ

⑧場所変更になります

亘理銭哉氏(一級建築士)

「老婚のすすめ一孤独なくして生きがいをj小俣英五氏(東京都行政書士)

「快適な住まいづくり」7月18日

円1A
 

8月

-教室は小金井了一業高校会議室。但し、学校の都合により変更になる場合がありますので、

ご注意下さい。時間は午後2時-----4時です。

弓け ;，，'、 J・ 4 、.，十全十 三，ー ャ 巴

人 ソ ツハ乞」仔会[、 ~ (.，"0  

カリキュラムや学報-平成 11年度の学生登録を受け付げてお ります。年会費2000円。

u ず• 1'¥> 

をおi差りしますの

精
勤
賞
は
八
割
以
上
の
出
席
を
し
た

方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
1
0
年
度
の
受
賞
者
の
方
力
、
は

次
の
と
お
り
で
す
。

天
野
茂
夫
さ
ん

木
下
嘉
行
さ
ん

白

倉

正

義

さ
ん

萩
原

一
枝
さ
ん

二
一関

一

さ

ん

村
杉
清
和
さ
ん

(
あ
い
う
え
お
順
)

一編
集
後
記

春
は
何
か
と
忙
し
く
‘
学
報
υ

ハ
号
の

発
行
、が
…
地
れ
た
ご
と
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
の
小
金
井
雑
学
大
学
は
二
年
目
に
向
り

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
は
教
室

の
授
業
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
理
外
へ

出
た
り
、
学
生
同
志
の
親
睦
を
は
か
っ

た
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
行
責
任
者
五
十
嵐
京
下

小
金
井
市
本
町
三
i

i

8
&
己
〕再
八
四

九
九
(
夜
間
)




